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６年生が図工の時間に針金アート作品を制作しました。

そして、それを鑑賞し、感想を書いていました。作品を

制作するだけではなく、できた作品を鑑賞し楽しむとい

う、一貫した授業を行っていました。なかまの作品は興

味関心が高いらしく、なかまの作品について「これはこ

うなるんやで！」「校長先生、こんなに動く

ん、知ってる？」といろいろ説明してくれま

した。学校の良さのひとつは、こういう「な

かま」と活動できるところにあるような気がし

ます。自分だけでなく、他者と関わるなかでい

ろいろと刺激を受け成長していく。時にはトラ

ブルとなることもあるでしょうが、それも成

長のために必要なこと。学習を含め学校の様

々な活動にしっかりと取り組み、多様な成長

を見せてほしいと思います。

３年生が競書会の練習

をしていました。和歌

山市では昔から当たり

前の競書会ですが、他

県ではこのような取り

組みをしていないとこ

ろが多いようです。和

歌山では、昔、全国的に有名な書道家の先生がお

り、その先生の影響でこのように書道が盛んにな

ったと聞いたことがあります。日本独特の文化で

もある書道、授業も含めていろいろな機会に楽し

んでほしいなと思います。


